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旧加古川図書館は令和３年に図書館としての役割を終えましたが、長年地域に親しまれた建物の存続を求

める市民の声が寄せられています。一方で、耐震性の問題などにより存続には、建物本体だけでも最大７億円

程度の改修費用を要し、現在市では公共施設として活用する予定がないため、賑わい創出や地域活性化な

ど市民に開かれた場所として、当該建物を民間事業者に活用いただく可能性を探っています。検討の結果、民

間事業者の活用がない場合、建物は解体する予定です。 

このアンケート調査は、旧加古川図書館の今後のあり方について、加古川市にお住まいの皆様から意見を伺

い、検討の基礎資料とするためのものです。市内にお住まいの１５歳以上の方の中から 2，０００人を無作

為に抽出させていただいた結果、あなたにご協力をお願いすることとなりました。調査結果はすべて統計処理され、

回答者個人にご迷惑をお掛けすることはありません。 

つきましては、上記の趣旨をご理解の上、率直なご意見をお聞かせくださいますようご協力をお願いいたします。 

                                           加古川市長  岡田 康裕 

 

旧加古川図書館とは 

昭和 10 年（1935 年）に宮崎県庁などを手掛けた建築家の置塩章氏の設計により加古川町公会堂

として建設され、昭和 49 年（1974 年）から図書館として利用されてきましたが、令和 3 年（2021 年）

新図書館の開館に伴い、現在利用されていません。 

築 89 年で老朽化していますが、西洋建築の意匠に特徴があり、平成 21 年（2009 年）には兵庫県

景観形成重要建造物等に指定されました。 

回答方法 

次ページ以降の調査票にご記入頂き、同封の返信用封筒（切手不要）に入

れて、郵便ポストにご投函ください。 

※インターネット回答も可能です。右のQRコードを読み込み、お答えください。 

 

返信期限：令和６年 1２月１９日（木） 

お問い合わせ先：加古川市企画部行政経営課 

電話番号：079-427-9753 

※返信先(株)パブリック・マネジメント・コンサルティングは、市からの業務委託会社です。 

所在地 加古川町木村 

（加古川駅から徒歩 12 分） 

建築年 昭和 10 年（1935 年） 

構造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

2 階建 

延べ面積 1,157.4 ㎡ 

旧加古川図書館のあり方に関するアンケート調査 
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●あなたご自身について、該当する番号に〇をつけてください。 

 

問１ あなたの年齢を教えてください。     

１．１９歳以下      ２．２０歳～２９歳    ３．３０歳～３９歳    ４．４０歳～４９歳 

５．５０歳～５９歳    ６．６０歳～６９歳    ７．７０歳～７９歳    ８．８０歳以上 

 

問２ あなたのご職業を教えてください。 

１．会社員 ２．公務員  ３．団体職員  ４．自営業(農業含む) 

５．パート・アルバイト ６．学生 ７．無職(年金生活含む) ８．その他 

 

問３ あなたの住所地（地区）を教えてください。 

１．加古川町（粟津、北在家、木村、寺家町、篠原町、西河原、平野、備後、本町）    

２．加古川町（稲屋、大野、河原、友沢、中津、溝之口、南備後、美乃利） 

３．神野町             ４．新神野        ５．西条山手 

６．山手               ７．野口町        ８．平岡町 

９．尾上町              10.別府町        11．八幡町 

12．平荘町             13.上荘町        14.東神吉町 

15.西神吉町            16.米田町        17.志方町 

 

問４ あなたの世帯構成を教えてください。  

 

問５ あなたの加古川市での在住期間を教えてください。 

 

問６ あなたは加古川市への愛着を感じていますか。 

 

 

１． ひとり暮らし ２． 夫婦のみ ３． 夫婦＋子ども 

４． 三世代以上同居 ５． その他  

１． ５年未満 ２． ５年以上１０年未満 ３． １０年以上２０年未満 

４． ２０年以上   

１． 感じている  ２．やや感じている ３． どちらとも言えない 

４． あまり感じていない ５． 感じていない  
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●当該建物について、ご自身のお答えに最も近いものに〇をつけてください。 

 

問７ あなたは、旧加古川図書館をどのくらい利用していましたか。（○は 1つ） 

 

 

問８ あなたは当該建物に対して愛着を感じていますか。（○は 1つ） 

１.  感じている   ２.  やや感じている ３. どちらとも言えない 

４.  あまり感じていない ５.  感じていない  

 

 

問９ あなたは、当該建物が地域の歴史や文化を知る貴重な財産であると思いますか。（○

は 1つ） 

１． 思う  ２．やや思う ３． 分からない・どちらとも言えない 

４． あまり思わない ５． 思わない  

 

 

●今後の当該建物について、ご自身のお考えに最も近いものに〇をつけてく
ださい。 

市では、当該建物の今後のあり方について、次の事項を前提条件として検討を進めています。 

・市では公共施設として活用しない 

・存続させる場合は、賑わい創出や地域活性化など市民に開かれた場所として、民間事

業者に活用いただく 

・活用を希望する民間事業者がいなければ建物は解体する 

 

問10 前提条件を踏まえて、あなたは、当該建物を今後どうしていくのが望ましいと考えま

すか。（○は 1つ） 

１. 民間事業者の活

用による存続を望

む 

２．民間事業者の活

用による存続の必

要はない 

３．わからない 

 

４．その他 

(               ) 

⇓ ⇓ ⇓ ⇓ 
問 1１へ 問 13へ 問 12へ 問 14へ 

 

１. よく利用していた ２. ときどき利用していた ３．ごくまれに利用していた 

４．ほとんど利用していない ５．全く利用していない ６．覚えていない 
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問１0で「1. 民間事業者の活用による存続を望む」 
とお答えになった方に 

問１１ 「民間事業者の活用による存続を望む」を選んだ理由をお答えください。（○は 1つ） 

１． 文化財としての価値が高いから        ２．建物に愛着があるから 

３． 市のシンボルとして残した方がよいと思うから 

４．その他 （                                              ） 

⇒ 問１２へ 

 

問１0で「1. 民間事業者の活用による存続を望む」 
または 「3. わからない」 

とお答えになった方に 

問１２ 当該建物は老朽化や耐震性に問題があるため、建物本体に対する改修工事は最大７

億円程度の費用が必要であると試算されています。また、実際の利用に際しては、内装の改

修工事も必要となると考えられます。市がこの費用を一部負担することに対し、あなたはど

う思いますか。（○は 1つ） 

１．負担する方が良い ２．負担する必要はない ３．どちらとも言えない 

⇒ 問１４へ 

 

問１0で「２． 民間事業者の活用による存続は必要ない」 
とお答えになった方に 

問１３ 「民間事業者の活用による存続は必要ない」を選んだ理由をお答えください。（○は 1

つ） 

１．新たに土地を活用する方が良いから     ２．建物に価値をそれほど感じないから 

３．関心がないから        

４. その他 （                                              ） 

⇒ 問１４へ 

 

問１４ 当該建物について、その他に何かご意見がございましたらご自由にお書きください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

令和 6年 1２月１９日(木)までに、同封の返信用封筒にてご投函ください。（切手不要） 


